





























































































イン入門」（平成 28 年 4 月開講　前後期各 8 回　１単位）および②「女性のキャ


















































































































































第 3 回）や、資料や情報の探し方を実際に行っているワーク（第 7 回）、女性
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制作されたキャリアデザイン入門は、前期（4 月～ 7 月）と後期（10 月～ 2 月）
にそれぞれ 1 回ずつ放送大学のオンライン講座として提供されている。平成


















































































































現在、入門編に続く展開編を作成しており、平成 29 年度から 1 単位のオ
ンライン講座として開設される予定である。また、放送大学のオンライン講





 1） Carl Benedikt Frey and Michael A. Osborne, THE FUTURE OF EMPLOYMENT: 
HOW SUSCEPTIBLE ARE JOBS TO COMPUTERISATION?, September 17, 
2013 http://www.oxfordmartin.ox.ac.uk/downloads/academic/The_Future_of_
Employment.pdf
 2） 国立社会保障・人口問題研究所「第 14 回出生動向基本調査（夫婦調査）」
第 1 子出産前有職者の出産後の就業状況は、無職 62.0％、有職 38.0％





 4） 国立女性教育会館「生涯学習国際比較調査報告書」, 2005
 5） 「「学び続ける」社会、全員参加型社会、地方創生を実現する教育の在り方




う教育、教師の在り方について」（第七次提言）（平成 27 年 5 月 14 日）
 7） 国立女性教育会館が平成 16（2004）年度に行われた生涯学習の国際女性
フォーラムでは、福井県生涯学習館と会館の二会場を結んだ会議を行った。
 8） 平成 20（2008）年 4 月からインターネットに移行。
 9） OECD, “E-learning in Tertiary Education: Where Do We Stand?”, OECD 
Publishing, 2005.
10） 平成 28 年度 1 学期の在籍者は女性 56％、男性 44％。放送大学ホームページ。
11） 厚生労働省委託事業「仕事と育児カムバック支援サイト」http://www.
comeback-shien.jp/






吉田文『アメリカ高等教育における e ラーニング』東京電機大学出版局 , 2003
オンライン講座の作成にあたり放送大学の関係者の皆様には、共同制作の機会
をいただくとともに、制作から運用に至るまでさまざまな形で助言・ご協力をい
ただいた。心から感謝を申し上げます。
（わたなべ・みほ　国立女性教育会館研究国際室研究員）　
